
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上の３つの趣旨をもとに、平成２７年度７月企画といたしまして、７月４日（土）・５日（日）の２日間、 

“第６回 むつ市ちぢり浜 沿岸観察会”に参加いたしました。 

 

 

《 活 動 内 容 》 

 

【７月４日】                   【７月５日】 

○「ちぢり浜」採取生物の観察と分類        ○「ちぢり浜」での海浜調査 

○サンプル処理研修（シニア会員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マリエント「ちきゅう」たんけんクラブ 

第６回 むつ市ちぢり浜 沿岸観察会 

平成２７年７月のマリエント「ちきゅう」たんけんクラブ活動をご報告します。 

○海洋環境と生物への関心を高め、海洋学に関わる人材を育成する。 

○分布生物の変化や、それに影響を与える海洋環境との関係を学習する。 

○共同生活を通して世代や地域を越えた交流を図り、協調性や社交性を学ぶ。 



 

 

 

７月４日はむつ市下北自然の家において、ちぢり浜で採取された生物の観察と分類（サンプル処理）を

行いました。 

今回は「海藻・海草と、その付着・周辺生物」、「貝類」の２グループに分かれて、交互にどちらも観察

を行いました。「それぞれの生物がどのような場所にいるか？」、つまり「生息環境」に着目しながら、

生物の分類を行っていきました。 

 

《 海藻・海草とその付着・周辺生物の分類 》 

  【講師】 水産総合研究センター 西海区水産研究所 研究員  山田
や ま だ

 勝
かつ

雅
まさ

 氏 

       青森県産業技術センター 水産総合研究所 研究員  遊佐
ゆ さ

 貴志
た か し

 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ちぢり浜」採取生物の観察と分類 



《 貝 類 の 分 類 》 

  【講師】 北海道蘭越町 貝の館 学芸員  山崎
やまさき

 友資
ともやす

 氏 

「貝類」については分類だけでなく、分類結果から「ちぢり浜（津軽海峡東岸）」が暖かい海の傾向が強

いのか、冷たい海の傾向が強いのかについても考察しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

シニア会員は特別メニューで、夕食後、講師及

び JAMSTEC の皆様と、大量のちぢり浜生物

サンプルの処理を行いました。 

 

サンプル処理は就寝時間まで行われました。 

 

 

 

 

 

 

【講師】海洋研究開発機構 むつ研究所 研究員         田中
た な か

  義幸
よしゆき

 氏     

海洋研究開発機構 むつ研究所 グループリーダー代理  佐々木
さ さ き

 健一
けんいち

 氏           

 

７月５日は、ちぢり浜にて海浜調査を行いました。昨日行ったサンプル処理の内容に留意し、どのよう

な場所にどのような生物が生息しているのかに着目しながら、観察と採取を行いました。 

シニア会員は他の参加者とは別行動で、海藻・海草を中心に、より専門的で高度な観点から観察・採取

を行い、採取場所については GPSを用いて記録していきました。 

また、休憩時間には、海洋環境分析における海水採水方法のデモンストレーションも行われ、様々な化

学的要因に配慮した、研究現場での慎重な作業を見学しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サンプル処理研修（シニア会員） 

「ちぢり浜」での海浜調査 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後となりましたが、国立研究開発法人 海洋研究開発機構 むつ研究所 研究所長 渡邉
わたなべ

修一
しゅういち

 様を

始めとする関係者の皆様、講師の皆様、そして、参加してくださった皆様に心より御礼申し上げます。 

 

誠にありがとうございました。 

 

 


